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次のページへどうぞ

　今回の表面には、金婚式を迎えられたご夫婦を紹介します。
今月６日に「熊日金婚夫婦表彰式」が各町村で開催されました。
多良木町で２４組、あさぎり町岡原地区で５組、湯前町で６組、
水上村で５組でした。金婚、誠におめでとうございます。

苦楽ともに 50年たたえる
第６１回熊日金婚夫婦表彰式

球 磨 ん 文 化 財 巡 り NO.51

　勘代寺の境内にあり、「猫寺
騒動」の普門寺 5 世住職盛誉法
院ならびに、その母玖月善女の
板碑です。
一号の板碑には、正面中央部に、
胎蔵界大日如来の種子（ア）下
に「奉為權大僧都法印盛誉菩提」
その右側に「天正十歳壬午」左
側に「三月十六日」と刻んであ
ります。また、二号の板碑には、
正面中央部に、金剛界大日如来
の種子（バン）その下に「奉為
玖月善女大姉菩提」右に「天正
十歳壬午」左に「四月十八日」
と刻んであります。
　石質は二基とも砂岩です。
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水上村岩野
  那須　剛さん
　　　　   久子さん

一号 二号

　農業一筋で生涯現役と意気込
む赤池さん夫妻。メロン・米・
麦などを栽培。お互いを尊重し
あい、二人三脚で結婚５０年を
歩んでこられました。色んな苦
労もあったそうですが、家族に
支えられ、地域の方々に支えら
れこれまでを過ごされてきました。50 年の歩みを一言「感謝」でしか
ない。と精一郎さん。今後の人生も、「感謝の気持ちを忘れず、何事に
も取り組みたい」と話されていました。そんなお二人の一番の想い出は、
還暦のお祝いに子供さん達からの北海道旅行。自然豊かな地が大好きな
御主人も大喜び。知床半島など道東の旅を満喫されました。子供さん達
からのサプライズに「感謝・感謝」。奥様のクミ子さんも「主人に支え
られ地域に支えられ本当に感謝しかありません」。これからも「一日一
日を大切に、家族の幸せを願い過ごしていきたい」と御夫婦。また、鹿
児島県奄美にお住まいのお孫さんに会いに行く日を楽しみにされていま
した。自然を愛し感謝の意を忘れない素晴らしい赤池さん夫妻でした。

湯前町上里
　赤池  精一郎さん
　　　       クミ子さん

　ご結婚当初からイ草農家として頑
張ってこられた小島さん夫妻です。ご
夫婦手を取り合って、二町六反ものイ
草を栽培し、家族を支えられてきまし
た。中国からの安いイ草製品の普及後
は、イチゴ農家へ転身。現在も継続し
て栽培されています。そんな小島さん
夫妻、これまでの結婚生活一度の喧嘩
もなく、また大きな病気もなく過ごさ
れてきました。特に奥様のりつ子さん
の家族に対する健康管理には、ご主人
の宅雄さんも大変感謝されていまし
た。「今があるのは妻のおかげ。食事
の栄養バランスなど気がきく妻です」

と太鼓判。「これからも、お互い健康により一層気をつけて、一日一日
を大事に過ごしていきたい」と話されていました。体あっての仕事。夫
婦助け合っていつまでも仲良く、健康に過ごしていけるように願う小島
さん夫妻でした。

あさぎり町岡原北
　小島  宅雄さん　りつ子さん

　役場に就職できたことが一番良かった。
昌美さんのお父さんが 59 才で亡くなら
れ、その時昌美さんは 19 才でした。そ
れから間もないある日、近所の方から「役
場に入らんや」と言われたのがきっかけ
で多良木町役場に就職されました。27 才
のときに征枝さんの知り合いの方の紹介
でお見合いされ２、3 回のデートで意気
投合、お見合いから３ヵ月ほどで結婚さ
れました。新婚旅行はノープランで宮崎
に行かれたそうですが「タクシーは相乗
り、夕食の場では店主と客の喧嘩、ホテ
ルでは風呂のお湯が出ない」などのトラ
ブル続きだったそうです。その後、征枝さんは 3 人の子育てをしながら
調理師と保育士の免許をとり、黒肥地保育園の保育士になられました。
昌美さんはスポーツマンで、テニスは県大会に出場するほどの腕前、ビー
チボールバレーではエースとして、今では夫婦でグラウンドゴルフを楽
しんでおられます。征枝さんは 46 才でお母さんの介護の為保育園を退
職されましたが、若いときは厳しかった母も一番の理解者だったと話さ
れていました。今は老人会の女性部長や、ボランティアグループ菜の花
の副会長など、数多くの役員として頑張っておられます。今後もご夫婦
は体調を整え、二人で助け合い地域貢献しながら、好きな温泉旅行でも
楽しみたいそうです。こういった生活ができるのも役場に入ったからと
感謝されていました。

多良木町黒肥地
　緒方  昌美さん　征枝さん
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　剛さんは教師になるという希
望を実現させるために、病を乗
り越え大学に進学された後、熊
本工業大学高校（現・文徳高校）
にお勤めになられました。その
後両親が郵便局にお勤めされて
いたこともあり、郵政省に入

省。五家荘、城南町、博多、古屋敷と各地に赴任しご活躍。平成１９年
に湯前郵便局長として退職されました。一方久子さんは和歌山県のご出
身。大学在学時に剛さんと出会い、その後結婚。２男１女に恵まれました。
結婚当初は専業主婦として、家庭を盛り立てておられましたが、水上村
に来られてから教員免許を活かし、球磨農業高校（現・南稜高校）で書
道の講師として勤められました。その後は民生委員や生涯学習教室の講
師として、地域のために頑張ってこられました。これまで世に言う贅沢
ということはしてきていないけれども、山女魚釣りや球磨川水源までの
散策など、アウトドア好きで、親子で共通の楽しみを持てたことは良かっ
たと仰います。その他剛さんは日曜大工に油絵、久子さんは俳句やゴル
フなど様々な趣味や特技をそれぞれお持ちですが、おふたり揃って毎週
火曜日に岩野小で行う絵本の読み聞かせと、様々な野菜の栽培を、楽し
みながら取組まれています。
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新 聞 記 事 を 楽 し む！ NO.54

　きょうは１３日、十五夜。朝か
ら縁側に、すすき、彼岸花を生け、
さと芋、から芋、柿、栗を枡に入れ、
小皿に月見だんごを乗せ、お盆に
盛り付けてお供えした。そして、
庭に咲く白い彼岸花をゆっくり眺
めていると、今読み続けている「巨
眼の男、西郷隆盛」のこともあっ
てか、奄美大島で命あふれる絵を
描き続けた画家が思い浮かんだ。
それは、「奄美大島にあったハンセ
ン病のひとが入院する病院に、む
りやり入院させられた少女が、入
院した日、お母さんは『いつもお
まえのことを思っている』と一枚
の写真を渡した。少女はポケット
にその写真を入れ、いつも身体か
ら離さなかった。寂しくなるたび
に少女は、写真を取り出し話しか
けていた。そして、『ほら、もうお
母さんの顔が、よくわからなくなっ
た』と、少女は古くなり、黄ばみ、
手あかで汚れた写真を画家に見せ
た。画家は『ぼくにこの写真を、
貸してくれない』と笑い、いいこ
とを思いついた。画家はこの写真
をみながら、お母さんの絵を描い

た。少女は病院の玄関に立って画
家が来るのを待ち続けた。数日後、
画家は少女が高い熱で眠り続けた
横で、『ほら、約束どおりできたよ』
と少女の目の前にかざした。少女
は、ベッドの横に立っている画家
に、『ありがとう』といった。奄美
大島で紬の泥染めの仕事や大工仕
事をしながら、ひたすら自分の描
きたい絵を描きつづけた画家、【ア
ダンの画帖】の田中一村。また、
奄美大島の龍郷村で西郷隆盛と暮
らした妻、一家 3 人のなごやかな
明け暮れをよろこびつつ、吉之助

（隆盛）がいつか鹿児島に呼び戻さ
れる日がくるのを、覚悟していた。
彼女は毎朝、吉之助の髪をくしけ
ずり、髷をととのえてやる。その
とき抜ける頭髪を集め置き、その
毛玉は吉之助の形見として残して
いた愛加那。お母さんに、少女に、
家族に愛を届け続けたつつましい
三人に、お会したい気持ちがこみ
上げてきた。しばらくして、「十五
夜の朝刊」を手にして読んだ。

次回の発行日は１０月１２日 ( 土 ) 予定です。お楽しみに !!

多良木警察署だより

（原稿提供：南稜高校  川北禎一先生）

〜三人にお会いしたい気持ち〜

　１０月１３日（日）に球磨支援学校にて「くまし
えん祭」を開催いたします。時間は９時３０分から
１４時３０分までの予定です。

　祭当日、小学部は、「おいでよ！くましえんパーク」と題して、ゲー
ムコーナーを設けて祭を盛り上げます。中学部紙工班は、年賀状やカ
レンダー等の和紙製品を販売します。高等部の農園芸班は
花苗や寄せ植え、窯業班は皿や茶碗、湯飲み、工芸班はフェ
ルトを使ったミニポーチや干支の置物、木工班はイスや収
納ボックスなど、様々な手作り製品の販売をします。
　ステージの部では、本校児童生徒（小学部・中学部・
高等部）やステージ賛助団体による合奏やダンス、ハー
モニカ演奏等楽しい発表を計画しています。
　他にも、ＰＴＡや食バザー賛助団体からのカレーやパン、惣菜など
の販売、会場を回りながら行うスタンプラリーや抽選会もあります。
　　皆様、是非お起こしください。詳しくは、本校ホームページ（「球
磨支援学校」と検索）をご覧ください。

（原稿提供：多良木警察署）

（原稿・写真提供：球磨支援学校）

「くましえん祭」のお知らせ

運動の初日である１０月１０日
は点灯の日です。午後５時には点
灯しましょう。

○ 推進事項
  １ 反射材の活用　
　　夜間に外出するときは、反射材を活用すると共に
　　明るい服装に心掛け、ドライバーから目立つようにしましょう。
  ２ 前照灯の早めの点灯と上向き点灯の励行　
　　夕暮れ時には、意識して前照灯を早めに点灯し、自車の存在を周囲に知らせ
　　ましょう。
　（自転車も前照灯を早めに点灯し、自車の存在を周囲に知らせま
　 しょう。また、 少しでも暗いと感じたら前照灯を点灯しましょう）
○ 前照灯の早めの点灯「目安」
　 午後５時を目安に、前照灯の早め点灯に努める。
　 ※雨天、霧等の条件下では、昼間でも前照灯を点灯しましょう。
○ 前照灯について
　 前照灯は上向きが基本であり、前照灯の下向きは「すれ違い
　 用前照灯」であり、 対向車との離合や前者がいないなど支障
　 がない時は、原則は「上向き点灯」にして、運転しましょう。

【実施期間】
令和元年１０月１０日（木）〜令和２年1月３１日（金）までの間

「ひのくにピカピカ運動」の実施について

【お問合せ先】
湯前まんが図書館
☎４３−４８８８

【お問合せ先】
奥球磨スマート
　タウン研究所
担当：森田
☎４３−４８８８


